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３
月
定
例
議
会
で
、
阪
本
町
長

は
平
成
23
年
度
の
町
政
運
営
に
係

る
基
本
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１�

、
町
民
と
の
協
働
に
よ
る
地

域
づ
く
り

　
自
治
体
の
財
政
状
況
の
急
激
な

逼
迫
や
、
住
民
の
価
値
観
の
多
様

化
、
地
方
分
権
改
革
な
ど
に
よ
る

社
会
シ
ス
テ
ム
の
変
化
が
進
む

中
、
地
域
課
題
を
克
服
し
、
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る

た
め
に
は
、
住
民
と
行
政
が
相
互

の
自
主
性
・
主
体
性
を
尊
重
し
、

互
い
に
理
解
し
合
い
、
役
割
と
責

任
を
分
担
し
な
が
ら
、
共
通
の
目

的
、
目
標
に
向
か
っ
て
連
携
し
、

相
乗
効
果
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が

不
可
欠
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
様
々
な
分
野
に
お

い
て
開
か
れ
た
住
民
参
加
型
シ
ス

テ
ム
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
強
化
や
町
民

と
の
協
働
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
な
ど
の

育
成
、
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
本
町
は
、滑
床
渓
谷
や
広
見
川
、

奥
内
の
棚
田
な
ど
の
美
し
い
自
然

景
観
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
森
林
、
河
川
、
農
地
な
ど
の
環

境
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
配

助
に
よ
る
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　
高
度
情
報
化
へ
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
携
帯
電
話
不
感
地
域
解
消

の
た
め
の
計
画
的
な
設
備
整
備
と

鬼
北
地
域
情
報
通
信
施
設
に
よ
る

放
送
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
情

報
通
信
格
差
是
正
に
努
め
ま
す
。

　

・ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
と
の
連
携
に
よ
る
共
助
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

・ 

自
然
と
調
和
し
た
潤
い
の
あ

る
地
球
環
境
の
構
築

　

・ 

植
樹
、
植
花
活
動
な
ど
に
よ

る
農
村
環
境
の
保
全

　

・ 

子
育
て
支
援
施
策
の
推
進
と

安
全
・
安
心
な
環
境
整
備

　

・ 

防
災
対
策
の
推
進
と
地
域
防

災
力
の
強
化

　

・
交
通
通
信
基
盤
の
整
備

２�

、
安
心
・
安
全
で
健
康
な
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り

　
急
速
な
過
疎
化
、
少
子
高
齢
化

は
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
影
響

を
与
え
て
お
り
、
特
に
限
界
集
落

の
増
加
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

地
域
力
の
維
持
が
危
惧
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
町

民
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
へ
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
お
り
、
す
べ

て
の
町
民
が
健
康
で
心
豊
か
に
生

活
で
き
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
を
一

体
的
に
提
供
す
る
地
域
包
括
シ
ス

テ
ム
の
構
築
が
重
要
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、健
康
増
進
、

疾
病
予
防
、
介
護
予
防
な
ど
、
総

合
的
な
健
康
教
育
・
予
防
対
策
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
健
康
診
断

の
受
診
率
向
上
と
健
康
情
報
の
蓄

積
、
医
療
電
子
デ
ー
タ
の
連
動
に

よ
る
地
域
医
療
の
充
実
に
努
め
ま

す
。

　
ま
た
、
高
齢
化
が
一
段
と
進
行

す
る
状
況
を
踏
ま
え
、
在
宅
医
療

や
在
宅
福
祉
、
日
常
生
活
援
助

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
充
実
に
努
め
、

公
共
施
設
や
道
路
な
ど
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
推
進
し
ま
す
。
加
え

て
、
交
通
弱
者
対
策
と
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
見
直
し
な

ど
、
地
域
交
通
体
系
の
再
構
築
を

図
り
ま
す
。

　
生
き
が
い
対
策
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
の
持
つ
知
識
、
経
験
、
技

能
な
ど
が
有
効
に
発
揮
で
き
る
機

会
を
創
出
し
、
趣
味
、
ス
ポ
ー
ツ
、

生
涯
学
習
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
活
動
に
も
気
軽
に
参
加
で
き
る

環
境
を
整
備
し
ま
す
。

　

・ 

地
域
内
で
支
え
あ
え
る
福
祉

体
制
の
構
築

　

・ 

健
康
教
育
・
予
防
対
策
・
地

域
医
療
の
充
実

　

・
地
域
交
通
体
系
の
再
構
築

　

・
生
き
が
い
対
策
の
推
進

３�

、
豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち
づ

く
り

　
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

豊
か
な
人
間
性
や
郷
土
愛
を
育
む

た
め
に
は
、
自
然
と
と
も
に
学
び

遊
べ
る
環
境
づ
く
り
と
地
域
活
動

慮
し
な
が
ら
、
道
路
網
な
ど
の
生

活
基
盤
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
森
の
国
さ
く
ら
の
会
を
中
心

と
し
た
植
樹
、
植
花
活
動
な
ど
を

支
援
し
、
農
村
環
境
の
保
全
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
環
境
に
や
さ
し

い
循
環
型
社
会
の
形
成
の
た
め
、

町
民
の
理
解
と
協
力
の
も
と
、
廃

棄
物
の
減
量
化
と
分
別
収
集
リ
サ

イ
ク
ル
の
徹
底
、
地
球
温
暖
化
防

止
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

太
陽
光
や
水
力
な
ど
の
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
地
域
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
が
一
段
と
進
行
す

る
中
で
、
地
域
に
密
着
し
た
保
育

の
実
施
、
保
護
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
や
家
庭
の
教
育
力
の
向

上
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援

な
ど
、子
育
て
支
援
事
業
に
よ
り
、

地
域
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
異

常
気
象
や
近
い
将
来
に
予
測
さ
れ

て
い
る
南
海
地
震
な
ど
の
災
害
か

ら
地
域
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財

産
を
守
る
た
め
、
消
防
防
災
設
備

の
充
実
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

く
総
合
的
な
防
災
訓
練
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組
織
の

強
化
に
努
め
、
自
助
、
公
助
、
共
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に
努
め
ま
す
。

　

・ 

人
づ
く
り
に
重
点
を
置
い
た

教
育
の
推
進
と
支
援

　

・ 

広
が
り
と
深
ま
り
を
も
っ
た

人
権
・
同
和
教
育
の
推
進

　

・ 

施
設
の
耐
震
化
対
策
な
ど
、
教

育
環
境
の
充
実

　

・ 

風
習
・
伝
統
文
化
の
継
承
と

世
代
間
交
流
に
よ
る
学
習
活

動
の
推
進

　

・
歴
史
文
化
遺
産
の
保
全
、
活
用

４�
、
地
域
力
を
再
生
す
る
ま
ち

づ
く
り

　
国
際
化
競
争
が
激
化
し
、
農
林

産
物
の
価
格
が
依
然
と
し
て
低
迷

を
続
け
る
中
、
消
費
者
の
食
の
安

全
・
安
心
へ
の
関
心
が
高
ま
る
な

ど
、
農
林
業
・
農
村
を
取
り
巻
く

情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま

す
。

　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
は
、

過
疎
と
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不

足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
大
、
有
害

獣
被
害
の
拡
大
に
よ
る
生
産
意
欲

の
低
下
な
ど
、
極
め
て
厳
し
い
状

況
に
置
か
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
総
合
営
農
指
導
拠
点
施
設

や
㈱
農
林
公
社
、
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
、
生
産
、
流
通
、

販
売
体
制
の
充
実
強
化
と
新
規
就

農
者
の
育
成
や
認
定
農
業
者
の
確

保
支
援
、
農
林
地
の
保
全
に
努
め

ま
す
。
特
に
、
既
存
の
特
産
作
目

の
品
質
向
上
と
生
産
拡
大
の
た

め
、
積
極
的
な
支
援
と
土
づ
く
り

対
策
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
農

家
所
得
の
向
上
の
た
め
、
地
域
資

源
を
利
活
用
し
、
森
の
国
ブ
ラ
ン

ド
化
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
や
産
業
を
創
出
す

る
６
次
産
業
化
に
取
り
組
む
ほ

か
、
地
産
地
消
、
食
育
を
組
み
合

わ
せ
た
農
業
振
興
策
を
展
開
し
ま

す
。

　
有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て
は
、
猟

友
会
と
の
連
携
に
よ
り
駆
除
の
強

化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
広
域
連

携
事
業
に
よ
る
対
策
を
推
進
し
ま

す
。

　
商
工
業
は
、
大
型
店
の
進
出
や

厳
し
い
地
域
経
済
の
影
響
を
受
け

深
刻
な
状
況
で
す
が
、
雇
用
の
創

出
を
最
大
の
目
標
と
し
て
、
人
材

育
成
や
事
業
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
、
新
分
野
進
出
に
対
す
る
支
援

な
ど
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と

も
に
、
商
工
会
の
実
施
す
る
活
性

化
推
進
事
業
へ
の
支
援
を
行
い
ま

す
。

　
若
者
定
住
対
策
と
し
て
は
、
広

域
的
な
視
点
に
よ
り
就
業
機
会
の

拡
充
を
図
る
な
ど
、
若
者
の
流
出

を
抑
止
す
る
取
り
組
み
と
婚
活
支

援
策
を
展
開
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
財
産
で
あ
る
観
光

交
流
施
設
や
歴
史
文
化
施
設
、
農

林
業
施
設
と
の
連
携
に
よ
る
魅

力
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
指
定
管
理
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の

協
働
に
よ
る
観
光
交
流
事
業
の
推

進
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
広
域

観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
や

ま
ち
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開

催
に
よ
り
地
域
活
性
化
を
図
り
ま

す
。

　

・
農
業
支
援
体
制
の
強
化

　

・ 

特
産
品
開
発
、
６
次
産
業
化

の
推
進
と
土
づ
く
り
対
策

　

・
地
産
地
消
、
食
育
活
動
の
推
進

　

・
有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化

　

・ 

産
業
振
興
に
よ
る
所
得
の
向

上
と
人
材
の
育
成

　

・ 

雇
用
環
境
の
整
備
と
若
者
定

住
施
策
の
推
進

　

・ 

地
域
財
産
の
活
用
に
よ
る
観

光
振
興

　

・ 

ま
ち
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

交
流
事
業
に
よ
る
地
域
活
性
化

５�

、
行
財
政
改
革
の
推
進
と
自

治
組
織
の
活
性
化

　
近
年
、
地
域
主
権
や
少
子
高
齢

化
の
進
展
、
高
度
情
報
化
な
ど
社

会
経
済
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て

お
り
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・

高
度
化
に
よ
る
新
た
な
行
政
需
要

に
対
応
す
る
た
め
、
行
財
政
改
革

へ
の
取
り
組
み
が
ま
す
ま
す
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
本
町
の
財
政
は
、
地
方
交
付
税

や
譲
与
税
な
ど
に
依
存
し
、
こ
の

動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ
や
す
い

体
質
で
あ
り
、
三
位
一
体
改
革
後

は
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
民
主
党
政
権
へ
の

交
代
に
よ
り
、
地
方
へ
の
財
政
支

援
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
一
時
の
危
機
的
状
況
か
ら
は

改
善
傾
向
に
向
か
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
行
政
サ
ー
ビ

へ
の
参
加
機
会
の
拡
充
、
学
校
、

保
護
者
、
地
域
住
民
の
連
携
協
力

体
制
が
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、

自
然
に
感
謝
し
自
然
と
の
共
生
を

目
指
す
「
人
心
緑
化
」
精
神
と
人

権
尊
重
を
教
育
の
基
本
理
念
と
し

て
位
置
付
け
、「
森
の
国
ま
つ
の
」

の
有
す
る
豊
か
な
自
然
と
薫
り
高

い
歴
史
文
化
資
源
や
地
域
の
人
材

を
活
用
し
た
教
育
の
実
践
、
人
づ

く
り
に
重
点
を
置
い
た
教
育
、
国

際
理
解
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の

実
現
の
た
め
、
今
な
お
残
る
差
別

の
現
実
を
踏
ま
え
、
全
町
民
の
重

要
課
題
と
し
て
、
広
が
り
や
深
ま

り
の
あ
る
人
権
・
同
和
教
育
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
が
安
全
に
楽

し
く
学
ぶ
環
境
を
確
保
す
る
た

め
、
老
朽
化
が
見
ら
れ
る
施
設
の

改
修
を
実
施
し
ま
す
。
特
に
築
後

40
年
を
経
過
し
た
松
野
中
学
校
は

建
て
替
え
に
よ
り
施
設
の
耐
震
化

を
図
り
ま
す
。

　
社
会
教
育
で
は
、
地
域
づ
く
り

の
拠
点
で
あ
る
公
民
館
活
動
の
充

実
に
努
め
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
生
涯
学
習
事
業
や
、
風
習
・
伝

統
文
化
の
継
承
、
世
代
間
交
流
に

よ
る
学
習
活
動
を
通
し
て
「
人
づ

く
り
・
地
域
づ
く
り
」
を
推
進
し

ま
す
。

　
文
化
関
係
で
は
、
史
跡
河
後
森

城
跡
や
目
黒
山
形
模
型
関
係
資
料

な
ど
、
他
地
域
に
誇
れ
る
歴
史
文

化
遺
産
を
保
全
、
活
用
す
る
と
と

も
に
、
展
示
施
設
の
充
実
、
Ｐ
Ｒ

ス
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
引
き

続
き
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
、「
行

財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
、ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
・

費
用
対
効
果
の
視
点
か
ら
事
務
事

業
を
再
構
築
し
、
定
員
管
理
お
よ

び
給
与
の
適
正
化
、
グ
ル
ー
プ
制

導
入
な
ど
組
織
機
構
の
見
直
し
、

施
設
の
統
廃
合
を
す
す
め
る
と
と

も
に
、
限
ら
れ
た
財
源
や
人
材
を

効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
計
画

的
・
効
率
的
な
行
財
政
改
革
を
推

進
し
ま
す
。

　
併
せ
て
、
町
民
の
理
解
と
信
頼

を
高
め
る
た
め
、
役
場
職
員
の
資

質
、
問
題
意
識
と
危
機
管
理
能
力

の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
元

気
な
活
気
あ
る
役
場
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
住
民
の
自
治
機
能

強
化
や
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
の

た
め
、
各
地
域
で
自
ら
が
策
定
し

て
い
る
地
域
計
画
の
実
践
と
地
域

資
源
の
活
用
を
促
す
と
と
も
に
、

「
自
分
の
地
域
は
自
分
達
で
守
る
、

良
く
す
る
」
と
い
う
集
落
自
治
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
活
性
化
支
援

を
行
い
ま
す
。

　

・ 

行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く

推
進
プ
ラ
ン
の
実
施

　

・ 

行
政
組
織
機
構
の
効
率
化
と

健
全
財
政
の
堅
持

　

・ 

元
気
な
活
気
あ
る
役
場
づ
く

り
の
推
進

　

・ 

地
域
計
画
の
実
践
と
地
域
資

源
の
発
掘
活
用

　

・ 

集
落
自
治
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
支
援
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松
野
町
一
般
会
計
当
初
予
算

お
よ
び
６
特
別
会
計
当
初
予
算

　
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
地
域

の
活
性
化
、
情
報
通
信
格
差
の
是

正
、
医
療
福
祉
体
制
の
充
実
、
防

災
対
策
な
ど
、
町
が
抱
え
る
懸

案
事
項
へ
の
対
処
を
主
眼
と
し

て
編
成
し
た
結
果
、
前
年
度
比

２
億
８
千
１
０
０
万
円
、10
・
７
％

増
の
29
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
自
主
財
源
で
は
、
町

税
が
景
気
低
迷
に
よ
る
個
人
並

び
に
法
人
所
得
の
減
少
に
伴

い
、
前
年
度
比
０
・
６
％
減
の

２
億
５
千
１
７
２
万
円
、
分
担
金

及
び
負
担
金
は
、
保
育
料
見
直

し
に
伴
う
保
育
所
保
護
者
負
担

金
の
減
な
ど
に
よ
り
、
０
・
３
％

減
の
３
千
２
４
３
万
円
、
諸
収
入

は
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合

へ
出
資
し
て
い
た
「
ふ
る
さ
と

市
町
村
圏
基
金
」
の
精
算
終
了

に
よ
り
、
前
年
度
比
42
・
７
％
減

の
３
千
７
３
２
万
２
千
円
と
な

り
、
こ
れ
ら
自
主
財
源
の
総
額
は

３
億
６
千
３
０
０
万
円
で
、
歳
入

構
成
比
は
12
・
６
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
依
存
財
源
で
は
、
地
方
譲
与
税

及
び
利
子
割
交
付
金
等
の
各
種
交

付
金
を
前
年
度
並
み
と
見
込
ん
で

い
ま
す
が
、
主
要
財
源
で
あ
る
地

方
交
付
税
は
、
国
の
出
口
ベ
ー

ス
で
前
年
度
比
４
千
７
９
９
億

円
、
２
・
８
％
増
と
な
っ
て
い
る

も
の
の
、
本
町
の
交
付
見
込
額

は
、
町
債
の
償
還
額
減
少
に
伴
う

公
債
費
・
事
業
費
補
正
算
入
額
の

減
や
国
勢
調
査
人
口
の
減
少
に
よ

る
影
響
額
を
考
慮
し
た
結
果
、
平

成
22
年
度
決
算
見
込
額
に
比
べ

２
千
３
０
０
万
円
、
１
・
３
％
減

の
16
億
９
千
１
０
０
万
円
程
度
と

推
計
し
、
こ
の
内
、
当
初
予
算

で
は
、
す
べ
て
の
財
源
調
整
後
、

15
億
９
千
万
円
を
計
上
し
た
た

め
、
年
度
途
中
の
補
正
財
源
と
し

て
は
、
約
１
億
円
を
保
留
で
き
て

い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
携
帯
電
話

エ
リ
ア
等
整
備
事
業
費
補
助
金

の
増
に
よ
り
、
前
年
度
比
45
・

７
％
増
の
２
億
６
５
９
万
８
千

円
、
県
支
出
金
は
、
緊
急
雇
用
創

出
事
業
費
補
助
金
や
広
域
基
幹

林
道
整
備
事
業
委
託
金
の
増
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
15
・
８
％

増
の
２
億
２
千
３
３
０
万
６
千

円
と
な
り
、
町
債
は
、
地
方
交

付
税
の
補
填
措
置
で
あ
る
臨
時

財
政
対
策
債
が
、
地
方
財
政
対

策
に
お
い
て
財
政
健
全
化
の
た

め
、
大
幅
に
縮
減
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
前
年
度
比
39
・
６
％

減
の
１
億
４
千
３
９
９
万
５
千

円
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
平
成

22
年
度
に
策
定
し
た
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
に
基
づ
く
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
事
業
の
推
進
に
よ

り
、
過
疎
対
策
事
業
債
を
前
年
度

比
２
億
３
千
１
３
０
万
円
の
大

幅
増
と
し
た
こ
と
か
ら
、
全
体

で
は
、
前
年
度
比
51
・
６
％
増
の

４
億
２
千
１
４
９
万
５
千
円
の
発

行
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
次
に
、
歳
出
で
は
、
義
務
的
経

費
で
あ
る
人
件
費
は
、
副
町
長
を

置
か
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
、

期
末
勤
勉
手
当
支
給
率
の
改
定
、

時
間
外
勤
務
手
当
の
減
な
ど
に

よ
り
、
前
年
度
比
３
・
５
％
減
の

５
億
６
千
８
８
９
万
４
千
円
、
扶

助
費
は
、
子
ど
も
手
当
が
３
歳
未

満
上
積
み
に
よ
り
約
８
０
０
万
円

増
と
な
っ
た
も
の
の
、
重
度
心
身

障
害
者
お
よ
び
障
害
者
医
療
費
な

ど
の
減
に
よ
り
、
総
額
で
は
前
年

並
み
の
２
億
１
千
１
０
７
万
１
千

円
、
公
債
費
は
、
近
年
継
続
し
て

い
る
新
規
地
方
債
の
発
行
抑
制
策

に
よ
り
、
前
年
度
比
12
・
３
％
減

の
５
億
３
千
５
９
４
万
９
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
普
通
建
設
事
業
な
ど
の
投
資
的

経
費
の
主
な
も
の
で
は
、
携
帯
電

話
等
エ
リ
ア
整
備
事
業
や
桃
選
果

シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
費
補
助
金
、

農
林
公
社
機
械
器
具
購
入
費
、
道

路
新
設
改
良
事
業
、
が
け
崩
れ
防

災
対
策
事
業
、
ポ
ン
プ
自
動
車
更

新
等
消
防
施
設
整
備
事
業
、
松
野

中
学
校
建
設
に
か
か
る
設
計
委
託

料
な
ど
で
、
前
年
度
比
90
・
６
％

増
の
３
億
７
千
２
９
８
万
９
千
円

と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
加
え
て
、

平
成
22
年
度
の
補
正
予
算
に
お
け

る
国
の
経
済
対
策
に
伴
う
「
地
域

活
性
化
交
付
金
」
の
計
画
事
業
費

の
う
ち
、
約
６
千
８
０
０
万
円
を

平
成
23
年
度
に
繰
越
し
、
新
年
度

予
算
と
一
体
的
に
執
行
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
の
政
策
的
経
費
は
、

重
点
施
策
に
基
づ
い
て
ソ
フ
ト
事

業
を
中
心
に
編
成
し
て
お
り
、
人

材
育
成
基
金
を
活
用
し
た
奨
学
金

貸
付
や
研
修
助
成
、
乳
幼
児
医
療

費
支
給
対
象
年
齢
の
拡
充
に
む
け

た
シ
ス
テ
ム
改
修
、
子
宮
頚
が
ん

等
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
、
緊
急
雇

用
創
出
事
業
に
よ
る
就
業
支
援
、

上
家
地
再
生
計
画
策
定
に
か
か
る

調
査
、
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
の
強

化
、
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
化
基
本
計

画
の
策
定
、
観
光
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
制
作
、
町
内
遺
跡
発
掘
調

査
並
び
に
文
化
的
景
観
の
調
査
な

ど
、
国
県
補
助
金
や
過
疎
対
策
事

業
債
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
実

施
す
る
ほ
か
、
高
速
道
路
延
伸
に

か
か
る
観
光
振
興
イ
ベ
ン
ト
事
業

負
担
金
と
し
て
、
４
４
３
万
６
千

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
６
会
計
の
当

初
予
算
規
模
は
16
億
１
千
２
０
０

万
円
で
、
前
年
度
比
５
千
３
５
０

万
円
、
３
・
４
％
の
増
と
な
り
、
一

般
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
の
当

初
予
算
規
模
は
45
億
１
千
２
０
０

万
円
、
前
年
度
比
３
億
３
千
４
５

０
万
円
、
８
％
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。

平
成
23
年
度
当
初
予
算
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公債費

535,949

（18.5％）

民生費

671,761

（23.2％）

教育費
202,518（7.0％）

総務費

785,480

（27.1％）　農林水産業費
　182,849（6.3％）

商工費　97,741（3.4％）
消防費　34,653（1.2％）

　　衛生費　131,709（4.5％）

議会費　42,500（1.5％）

その他　7,004（0.2％）

歳　出

２，９００，０００

単位：千円

土木費
171,556（5.9％）

労働費　36,280（1.2％）

地方交付税

1,590,000

（54.8％）

町　債
421,495
（14.5％）

県支出金
223,306（7.7％）

町　税
251,720
（8.7％）

国庫支出金
206,598（7.1％）

諸収入　37,322（1.3％）

使用料及び手数料
37,363（1.3％）

地方譲与税
41,000（1.4％）

分担金及び負担金　32,430（1.1％）

地方消費税交付金　33,500（1.2％）

地方特例交付金　10,000（0.4％）

その他　6,265（0.2％）

自動車取得税交付金　9,001（0.3％）

歳　入

２，９００，０００

単位：千円

一般会計　29億円 特別会計　16億1,200万円

平成23年度
全 会 計 一 覧

会 計 名 当初予算額

一 般 会 計
千円

2,900,000

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計

585,000

中央診療所特別会計 300,000

簡易水道特別会計 92,000

住 宅 新 築 資 金 等
貸付事業特別会計

12,000

介護保険特別会計 563,000

後期高齢者医療保
険 事 業 特 別 会 計

60,000

特 別 会 計 小 計 1,612,000

一般会計・特別会計
合　　計

4,512,000

一般会計歳出〔投資的経費の主なもの〕
単位：千円

◆総務費

　携帯電話等エリア整備事業費　　

　吉野生山村広場整備事業費

　ダイヤルアップ接続改良事業費　 

◆衛生費

　小型合併処理浄化槽設置費補助金

◆農林水産業費

　有害獣防護施設設置費補助金　　

　農林公社機械器具購入費　

　桃選果システム整備事業費補助金

　農業農村基盤整備実施計画業務負担金

　広域基幹林道整備費　

　南予産木造住宅建設促進事業費補助金

◆商工費

　ぽっぽ温泉ろ過設備整備事業費

99,555

11,474

3,000

4,080

2,000

9,950

5,334

2,000

21,890

4,000

1,355

◆土木費

　道路維持費　

　道路新設改良費　　

　県土木建設事業費負担金　

　がけ崩れ防災対策事業費　

　住宅改修費　

　公有財産購入費　

◆消防費

　消防施設費　

◆教育費

　小学校施設改修事業費　

　中学校建設事業費　

　史跡河後森城跡環境整備事業費

39,249

55,224

1,316

35,680

11,452

300

20,820

1,132

22,825

4,403

歳　出 歳　入

当 初 予 算 の 概 要
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まつの桃源郷マラソン大会開催まつの桃源郷マラソン大会開催
　４月３日㈰に「第22回まつの桃源郷マラソン大
会」がスポーツ交流センターを主会場に開催され
ました。
　今回は３月11日に発生した東日本大震災の被災
地復興支援を目的に、義援金やメッセージを募る
チャリティー要素の強い大会となり、３㎞・10㎞・
ハーフ（21.0975㎞）の３コース17部門とウォー
キング部門には過去最高の3,170人の方がエント
リーされました。
　義援金は、多くのランナーや参加者の皆様のご協力により249,564円集まり、
当日の特産品販売による売り上げの一部250,000円と併せて日本赤十字社愛媛県
支部および愛媛県共同募金会を通じて被災地に送られます。
　開会前には、参加者、スタッフ全員により、震災で亡くなられた方々に対し
て黙とうを捧げました。開会式ではハーフコースにご参加いただいた中村時広
愛媛県知事にご祝辞をいただき、また、北海道からご参加の　寺前　薫、恵美
子　ご夫婦が選手宣誓を行い、会場を盛り上げました。
　選手の皆さんは大会テーマである「がんばろう日本！走って結ぼう支援の輪
　駆け抜けよう！桃源郷まつの」のステッカーを背中などに貼り、腕には喪章
をつけて震災被害者への哀悼を示して松野路を駆け抜けました。
　閉会式では、上位６位までの表彰の他、大会当日が誕生日の方への特別賞が
贈られました。毎年恒例となっていた閉式後の『おたのしみ抽選会』は、今回
の震災の影響を考慮し、事前抽選に変更となりましたが、協賛各社、各団体提
供のプレゼントが大勢の参加者に贈られました。

【ボランティアに感謝】
　今回も「体育協会」や「公民館」、「交通安全協会」などの途中審判員をはじめ、
「生活研究協議会」や「フレンドまつの」、「商工会青年部」などの各団体による
森の国アピールやサービス提供に支えられて無事大会運営ができました。ご協
力をいただいた皆さんに感謝いたします。
　また、町民のみなさんには、会場周辺やコース沿道では交通規制などでご迷
惑をおかけしました。ご協力いただきありがとうございました。

第
22回

大会結果上位一覧表
３㎞中学生男子の部

順位 ゼッケン 氏　名 記録
１位 18 兵頭　喜基 0：09：43
２位 4 伊藤　聡史 0：09：44
３位 80 野口　大地 0：09：54
４位 13 松田　拓也 0：10：00
５位 16 佐藤　博朗 0：10：01
６位 83 松原わいち 0：10：01

３㎞小学生高学年女子の部

順位 ゼッケン 氏　名 記録
１位 1625 徳永真紗希 0：11：14
２位 1542 是澤　恵夢 0：11：39
３位 1538 森本　真菜 0：11：47
４位 1509 土岐　弥優 0：11：58
５位 1502 是澤　彩花 0：12：05
６位 1510 山西　優香 0：12：13

３㎞女子フリーの部

順位 ゼッケン 氏　名 記録
１位 2847 山内沙弥香 0：11：34
２位 2733 高市　幸子 0：12：14
３位 2704 佐々木美代子 0：14：17
４位 2718 熊野加奈子 0：14：19
５位 2717 三好　菜加 0：14：43
６位 2715 三好　智子 0：15：03

３㎞中学生女子の部
順位 ゼッケン 氏　名 記録
１位 524 岡田　佳子 0：10：41
２位 514 是澤磨莉乃 0：10：50
３位 516 高森　爽楠 0：10：50
４位 523 仲山　愛美 0：10：51
５位 515 樋口　　希 0：10：52
６位 512 山下　唯依 0：10：53

３㎞小学生低学年の部

順位 ゼッケン 氏　名 記録
１位 2004 武田　大輝 0：12：00
２位 2121 上田　芽生 0：12：04
３位 2246 中　　　颯 0：12：08
４位 2011 平田　美幸 0：12：08
５位 2030 清家　佑太 0：12：20
６位 2233 岸本　力己 0：12：32

10㎞男子40歳未満の部

順位 ゼッケン 氏　名 記録
１位 3003 時谷　勇介 0：32：37
２位 3082 伊藤　幹雄 0：33：55
３位 3076 大森　貴之 0：34：23
４位 3141 田中　吉典 0：34：25
５位 3171 浅野　真弘 0：35：13
６位 3099 飯尾　靖孝 0：35：31

３㎞小学生高学年男子の部
順位 ゼッケン 氏　名 記録
１位 1002 武田　光平 0：10：49
２位 1014 白方　剛大 0：10：59
３位 1032 源　　航大 0：11：03
４位 1008 中川　蒼惟 0：11：07
５位 1040 平野　　嚴 0：11：09
６位 1059 武内　英介 0：11：11

３㎞男子フリーの部

順位 ゼッケン 氏　名 記録
１位 2323 伊勢脇厚哉 0：09：31
２位 2340 山下　和真 0：09：38
３位 2329 伊井　裕一 0：09：41
４位 2363 田中　智也 0：10：01
５位 2302 河内　勇人 0：10：31
６位 2373 徳村　和久 0：10：33

10㎞男子40歳以上の部

順位 ゼッケン 氏　名 記録
１位 3354 廣光　輝之 0：33：59
２位 3358 石川　照夫 0：35：35
３位 3385 吉本　寿俊 0：35：57
４位 3488 中屋　佳吾 0：37：47
５位 3378 坂本　健一 0：37：48
６位 3379 渡辺　真次 0：38：19
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E
えいご

nglish で F
フェイス

ace p
ペイント

aint C
コーナー

orner!!
in 第22回まつの桃源郷マラソン大会

　普段外国人と接することの少ない松野町の子どもたちに、外国人と接する機会を増やし、外国語（主に英語）や
外国文化と触れ合う機会を作るため、桃源郷マラソン大会会場のスポーツ交流センター前で「EnglishでFace paint 
Corner!!」を開催いたしました。
　このコーナーは、主に中学生以下の子どもを対象にフェイスペイントを無料でサービスするコーナーです。ボラ
ンティアでサービスを行ったのは松野町の外国語指導助手の アニー ヴォンさんと、
アニーさんのお友だちで松山市の外国語指導助手 ズン ドゥさんです。

　当日は、大盛況。サービスを行った人数は100名を超え、お二人とも
昼食を食べる間もないほど忙しかったようです。
　言葉が通じなくても、コミュニケーションを取ろうとする気持ちが大
切だと思います。

　こんなかわいいペ
イントができました。
中には、日本へのメッ
セージもありました。
　この事業の第２回
目は、保育園訪問を予
定しています。普段の
生活の中に外国人と
の交流ができる場を
提供していきたいと
考えています。

松野町教育委員会主催
平成23年度 松野町外国語（英語）交流活動事業 第１回！

10㎞女子40歳未満の部

順位 ゼッケン 氏　名 記録
１位 3724 西岡　利紗 0：37：44
２位 3735 正木　　茜 0：42：26
３位 3655 戒能　由紀 0：42：38
４位 3625 藤井　奈美 0：44：45
５位 3649 梶原　　恵 0：45：56
６位 3662 寺坂　美和 0：46：09

ハーフ男子35～44歳の部

順位 ゼッケン 氏　名 記録
１位 4526 小森山浩之 1：12：50
２位 4309 清家　寛樹 1：15：06
３位 4430 関家　高志 1：16：22
４位 4362 倉松　　誠 1：17：11
５位 4326 中村　健二 1：17：42
６位 4464 和家　慶延 1：17：54

ハーフ女子40歳未満の部

順位 ゼッケン 氏　名 記録
１位 5501 村上　史恵 1：27：00
２位 5511 浅野みゆき 1：27：26
３位 5529 曽我　敬子 1：31：44
４位 5583 中川麻衣子 1：31：57
５位 5512 門口よしみ 1：34：12
６位 5603 杉山　美穂 1：37：14

10㎞女子40歳以上の部

順位 ゼッケン 氏　名 記録
１位 3809 新堂　祥子 0：42：10
２位 3830 山本あゆみ 0：43：27
３位 3805 越智　明美 0：46：44
４位 3876 一柳小百里 0：49：43
５位 3848 吉田美知子 0：49：50
６位 3807 長坂めぐみ 0：50：34

ハーフ男子45～54歳の部

順位 ゼッケン 氏　名 記録
１位 4701 石塚　正史 1：18：19
２位 4623 真部　健吾 1：20：13
３位 4672 菊池　勝義 1：20：36
４位 4636 伊勢脇清男 1：21：58
５位 4791 木山　　圭 1：22：40
６位 4680 馬場　貴範 1：22：44

ハーフ女子40歳以上の部

順位 ゼッケン 氏　名 記録
１位 5756 毛利　千里 1：31：38
２位 5764 中矢　裕子 1：35：00
３位 5762 宇都宮優子 1：37：22
４位 5730 戒田　久美 1：37：43
５位 5707 川田　洋美 1：38：34
６位 5734 山下　陽子 1：39：50

ハーフ男子35歳未満の部

順位 ゼッケン 氏　名 記録
１位 4066 清水　研光 1：09：23
２位 4024 山本　　隼 1：13：07
３位 4029 酒井　康次 1：16：12
４位 4064 安岡　義人 1：16：30
５位 4003 福嶋　秀治 1：17：19
６位 4102 井上　博義 1：17：30

ハーフ男子55歳以上の部

順位 ゼッケン 氏　名 記録
１位 5011 永井　　恒 1：24：04
２位 5027 神原　敏和 1：26：45
３位 4925 山岡　輝夫 1：28：44
４位 4939 松田　　正 1：28：47
５位 4979 沖　　幸治 1：29：39
６位 5040 井上　繁光 1：30：03

大会結果のつづき
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４月８日㈮に町内の小学校で始業式が行われました。
また、西小学校と東小学校では入学式が行われ、西小学校に23名、東小学校に５名の新一年生が誕生しました。

西小学校　新１年生23名

東
小
学
校　

新
１
年
生
５
名

南
小
学
校　

全
校
児
童

新学期はじまる
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　『
森
の
国
ブ
ラ
ン
ド
』
は
、
松

野
町
の
豊
か
な
自
然
、
伝
統
、
生

活
文
化
な
ど
の
地
域
の
特
性
を
活

か
し
て
生
産
、
加
工
さ
れ
た
産
品

の
中
か
ら
、
品
質
や
商
品
の
コ
ン

セ
プ
ト
、
松
野
町
な
ら
で
は
の
独

自
性
な
ど
、
様
々
な
認
定
基
準
を

満
た
す
、
特
に
優
れ
た
松
野
町
産

品
お
よ
び
そ
の
生
産
者
を
認
定
し

た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の『
森
の
国
ブ
ラ
ン
ド
』

認
定
品
を
通
じ
て
、
松
野
町
の
知

名
度
向
上
、
産
品
販
売
の
強
化
、

観
光
客
の
誘
致
な
ど
、
物
産
お
よ

び
観
光
振
興
に
つ
な
げ
、
農
林
業

生
産
者
の
意
欲
の
向
上
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
去
る
３
月
25
日
、
六
名
の
選
定

委
員
に
よ
り
、
新
規
認
定
一
品
、

追
加
認
定
一
件
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
認
定
商
品
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
梅
そ
う
め
ん

　
　
　
五
色
そ
う
め
ん
㈱
森
川

○
南
高
梅
　
松
野
町
梅
振
興
会

※ 

南
高
梅
は
、
従
来
の
５
０
０
ｇ

入
り
商
品
に
加
え
、
１
粒
入
り

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
開
発
し
、
単

品
販
売
お
よ
び
複
数
個
入
り
の

ギ
フ
ト
用
販
売
を
目
的
と
し
た

も
の
を
追
加
し
た
も
の
で
す
。

中
央
診
療
所
に
角
藤
裕
先
生
、

出
張
診
療
所
に
芝
壽
彦
先
生
が
着
任
さ
れ
ま
し
た

　
こ
の
４
月
よ
り
兼
光
先
生
の
後

任
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
角
藤
で

す
。

　
西
予
市
野
村
町
出
身
で
自
治
医

科
大
学
卒
業
後
、
県
立
中
央
病
院

総
合
診
療
部
、
西
予
市
宇
和
病
院

お
よ
び
城
川
町
土
居
診
療
所
に
勤

務
し
て
い
ま
し
た
。

　
総
合
内
科
・
僻
地
医
療
、
東

洋
医
学
を
中
心
に
研
修
を
し
て
お

り
、
町
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
幅

広
く
対
応
で
き
る
よ
う
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
４
月
か
ら
三
つ
の
出
張
診

療
所
を
中
心
に
診
察
し
、
ま
た
、

産
業
医
と
し
て
町
内
の
各
施
設
等

の
健
康
管
理
な
ど
の
お
手
伝
い
を

す
る
事
に
な
っ
た
、
松
野
町
松
丸

出
身
の
芝
壽
彦
で
す
。

　
松
野
西
小
、
松
野
中
卒
と
生
粋

の
松
野
町
生
ま
れ
で
す
。
現
住
所

は
松
山
市
で
、
週
一
回
程
度
の
出

張
で
す
が
「
郷
土
愛
」
に
燃
え
て

今
回
「
協
力
医
」
と
し
て
勤
務
す

る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
高
齢
の
た
め
充
分
な
事
は
出
来

ま
せ
ん
が「
老
人
力
」を
発
揮
し
て
、

皆
さ
ん
と
い
ろ
い
ろ
お
話
し
す
る

事
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　おさかな館が、教育文化や福祉、スポー
ツなどの分野で活躍する個人・団体を顕
彰する「テレビ愛媛賞31」を受賞しまし
た。全国でも珍しい「川」をテーマにし
た淡水魚の水族館で、１月からは移動水
族館として県内各地の小学校などへ巡回
を始めるなど、地域の教育文化に多大な
貢献をしたということが受賞理由です。

　
４
月
か
ら
松
野
町
役
場
に
新
し

く
３
名
の
職
員
が
採
用
さ
れ
ま
し

た
。

 

○
古
田
口
智
子

 

さ
ん

（
中
央
診
療
所
）

 

○
岡
　
　
紀
子

 

さ
ん

（
産
業
振
興
課
）

 

○
重
松
　
良
麻

 

さ
ん

 

（
町
民
課
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中
央
診
療
所
の
兼
光
望
先
生

退
職
あ
い
さ
つ

　
も
っ
と
地
域
に
出
て
、
診
療
だ
け
で

な
く
、
地
域
で
健
康
を
守
る
活
動
の

お
手
伝
い
が
し
た
い
と
、
こ
の
松
野
町

中
央
診
療
所
に
平
成
10
年
４
月
に
来

て
13
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
赴
任
当
初

は
保
健
師
さ
ん
と
診
療
の
合
間
に
独

居
老
人
の
家
庭
訪
問
に
出
か
け
た
り
、

地
区
の
健
康
学
級
な
ど
に
も
参
加
さ

せ
て
も
ら
っ
た
り
自
分
が
目
指
す
仕

事
が
少
し
ず
つ
で
き
て
い
く
実
感
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
３
人
の
医
師
で

24
時
間
３
６
５
日
松
野
町
の
住
民
の

方
々
の
急
患
に
対
応
す
る
と
い
う
中

央
診
療
所
設
立
当
初
の
使
命
を
ま
も

り
な
が
ら
、
出
張
診
療
や
施
設
の
嘱

託
医
の
仕
事
や
産
業
医
活
動
や
学
校

医
活
動
、
介
護
保
険
の
主
治
医
意
見

書
作
成
な
ど
の
書
類
作
成
な
ど
の
多

く
の
仕
事
を
続
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
仕
事
量
も
徐
々
に
増
え
て
い
き
ま

し
た
。
患
者
さ
ん
に
も
段
々
と
信
頼
し

て
も
ら
っ
て
何
か
あ
っ
た
ら
診
療
所
に

先
ず
連
絡
し
よ
う
と
思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
り
、
急
性
心
筋
梗
塞
や
脳

卒
中
を
起
こ
し
た
患
者
さ
ん
を
救
急

車
で
市
立
宇
和
島
病
院
に
搬
送
し
た

事
も
あ
り
ま
し
た
。
日
常
診
療
で
も

診
療
所
で
で
き
る
事
は
診
療
所
で
、
で

き
な
い
事
は
き
ち
ん
と
で
き
る
施
設
に

紹
介
す
る
と
い
う
診
療
所
の
役
割
を

果
た
す
た
め
、
診
療
情
報
提
供
書
を

で
き
る
だ
け
早
く
書
い
て
受
診
し
て
も

ら
う
た
め
夕
方
の
回
診
が
終
わ
っ
て
か

ら
書
類
書
き
を
し
て
帰
る
と
い
う
生

活
が
続
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
３
人
医
師
体
制
の
時
に

は
何
と
か
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し

て
い
る
と
感
じ
な
が
ら
生
活
で
き
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
16
年
の
医
師

の
研
修
制
度
の
変
更
に
伴
い
医
師
不

足
と
な
り
３
人
か
ら
２
人
に
常
勤
医

が
減
っ
て
か
ら
、
そ
れ
ま
で
３
人
で
し

て
い
た
仕
事
を
少
し
減
ら
し
は
し
ま

し
た
が
２
人
で
す
る
と
い
う
生
活
が
４

年
間
続
き
ま
し
た
。
も
う
限
界
に
近

い
状
態
で
し
た
。
平
成
20
年
に
３
人

体
制
に
な
り
、
こ
れ
で
、
以
前
の
よ
う

に
ま
た
、
地
域
へ
出
て
行
く
活
動
が
で

き
る
と
喜
び
ま
し
た
が
、
３
人
体
制
を

維
持
す
る
事
は
で
き
ず
翌
年
21
年
ま

た
２
人
体
制
に
戻
り
ま
し
た
。そ
し
て
、

こ
の
松
野
町
中
央
診
療
所
が
常
勤
医

３
人
体
制
に
戻
れ
る
事
は
不
可
能
に

近
い
事
が
わ
か
っ
た
時
、
自
分
が
本
当

に
し
た
い
仕
事
を
す
る
に
は
ど
う
す
る

の
が
い
い
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
も
っ
と
小
さ
な
地
域
の

診
療
所
で
、
ゆ
っ
く
り
診
療
を
し
な
が

ら
地
域
で
健
康
を
守
る
活
動
が
で
き

な
い
か
検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
話
が
ほ

と
ん
ど
決
ま
り
か
け
た
時
、
そ
れ
を
す

る
事
が
で
き
な
い
事
情
が
発
生
し
ま

し
た
。
こ
の
松
野
町
で
経
験
し
た
事
を

生
か
し
て
、
い
つ
か
地
域
で
健
康
を
守

る
活
動
に
も
っ
と
取
り
組
め
る
日
を
目

指
し
て
こ
れ
か
ら
生
活
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
お

世
話
に
な
っ
た
方
が
た
、
診
療
所
を
支

え
て
頂
い
た
方
が
た
に
心
か
ら
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら

も
診
療
所
が
松
野
町
の
町
民
の
方
々

の
健
康
を
守
る
活
動
の
中
心
で
頑
張

れ
る
よ
う
に
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
て
最
後
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
13
年
間
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

兼
光
　
　
望

森
の
国
ブ
ラ
ン
ド
に
新
し
い

認
定
商
品
が
誕
生
し
ま
し
た

　
今
後
も
、
お
さ
か
な
館
は

様
々
な
活
動
を
通
じ
て
松
野

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
さ
か

な
館
を
ご
支
援
く
だ
さ
い
。

角藤  裕 先生

芝  壽彦 先生

松
野
町
役
場
新
規
採
用
職
員
の
紹
介

おさかな館だより
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俳
句
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句
一
覧

（
平
成
二
十
三
年
三
月
投
句
分
）

秀
　
作

《
虹
の
森
公
園
》

母
と
子
の
絆
の
あ
か
し
春
の
虹 
松
野
町
　
駒
山
　
忠
夫

《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
句
》

少
年
の
真
白
き
未
来
辛
夷
咲
く 

鬼
北
町
　
宮
崎
き
く
を

佳
　
作

《
虹
の
森
公
園
》

初
雪
や
窓
に
ま
ね
か
れ
み
な
笑
顔 

松
山
市
　
渡
辺
ひ
か
り

《
不
器
男
記
念
館
》

菜
の
花
や
誘
わ
れ
着
き
し
不
器
男
館 

松
山
市
　
政
石
　
映
風

花
鳥
の
つ
が
ひ
た
わ
む
る
庭
の
朝 

鬼
北
町
　
中
尾
　
　
正

《
森
の
国
ホ
テ
ル
》

吊
橋
を
揺
ら
せ
て
渡
る
春
の
川 

四
国
中
央
市
　
佐
藤
　
正
子

囀
の
中
へ
つ
り
橋
ゆ
ら
し
行
く 

尼
崎
市
　
上
和
田
玲
子

　
葛
　
　
句
　
　
会
　
三
月
例
会
　
　
於
　
不
器
男
記
念
館

亡
き
夫
の
筆ふ
で

跡あ
と

遺
る
雛
の
箱  

伊
藤
　
富
子

震
災
や
避
難
所
つ
ゝ
む
卒
業
歌 

岡
本
　
京
子

彼
岸
入
先
づ
は
仏
飯
山
盛
り
に 

金
谷
　
重
子

北
國
の
地な

震い

の
深
さ
よ
彼
岸
墓 

金
谷
　
恵
子

芽
ぶ
く
山
呼
べ
ば
谺
を
返
し
け
り 

金
谷
　
文
恵

桜
草
亡
き
子
と
植
え
し
頃
想
う 

木
下
三
千
恵

桃
咲
く
や
不
器
男
碑
あ
り
て
美
し
き 

駒
山
　
忠
夫

啓
蟄
や
這
ひ
出
し
そ
う
な
か
な
の
文
字 

谷
　
き
よ
し

目
を
閉
じ
て
紅
梅
の
香
の
中
に
い
る 

谷
口
ま
さ
子

峡
の
里
魚
の
は
ね
て
春
を
知
る 

布
　
　
久
光

い
つ
も
野
に
遊
ぶ
よ
う
な
る
峡
暮
し 

布
　
　
康
江

肉
親
を
探
す
礫
が
れ
き

に
春
の
雪 

ひ
の
た
い
ら

一
輪
車
あ
や
つ
る
少
女
春
の
風 

正
木
　
玲
子

春
耕
の
美
田
呑
み
こ
む
大
津
波 

森
田
　
す
み

杖
つ
き
て
夫
の
試
歩
路
や
風
光
る 

山
下
ス
ミ
子

過
疎
の
村
せ
め
て
道
辺
に
さ
く
ら
草 

行
定
キ
ヨ
ノ

　
吉
　
野
　
句
　
会
　
三
月
例
会
　
　
於
　
吉
野
生
公
民
館

酢
の
だ
し
は
桜
鯛
な
り
手
弁
当 

赤
松
　
午
子

春
耕
の
母
に
手
を
振
る
通
園
児 

稲
谷
キ
ミ
子

天
ぷ
ら
の
さ
く
と
揚
が
り
て
蕗
の
薹 

上
田
み
ち
子

鳥
遊
ぶ
雨
樋
に
草
芽
吹
き
を
り 

岡
本
　
三
葉 

ふ
る
里
の
う
ぐ
ひ
す
鳴
い
て
を
り
に
け
り 

菊
澤
　
大
和

黄
水
仙
植
ゑ
て
彼
岸
へ
旅
立
ち
ぬ 

竹
内
サ
ダ
子

―
戦
国
の
食
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
―

　
３
月
15
日

町

民

セ

ン

タ
ー
で
、
あ

お
ぞ
ら
子
ど

も
会
（
町
内

小
学
校
４
年

生
以
上
の
児

童
生
徒
対
象
）
の
閉
講
式
を
行
い

ま
し
た
。

　
平
成
22
年
度
は
小
学
生
11
名
、

中
学
生
２
名
計
13
名
が
参
加
し
、

『
差
別
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許

さ
な
い
』
と
い
う
人
権
尊
重
の
理

念
の
も
と
、
松
野
町
隣
保
館
、
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
会
場
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
に
つ
い
て
一
年
間

学
習
し
て
き
ま
し
た
。

　
閉
講
式
で
は
、
ご
指
導
い
た
だ

い
た
酒
井
先
生
か
ら
、
国
立
療
養

所
「
大
島
青
松
園
」
の
訪
問
や
、

ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
政
石
蒙
さ
ん

を
と
お
し
て
学
ん
だ
人
権
問
題
に

つ
い
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
町
内
各

小
学
校
の
人
権
集
会
で
発
表
し
た

こ
と
、「
フ
レ
ン
ド
ま
つ
の
」
入
所

者
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
会
、
ク
リ

ス
マ
ス
会
な
ど
、
一
年
間
の
活
動

報
告
を
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
児
童
生
徒
た
ち
が
、

こ
の
一
年
間
の
活
動
を
通
し
て
学

ん
だ
こ
と
を
、「
今
ま
で
差
別
と
気

づ
い
て
い
て
も
「
そ
れ
は
差
別
よ
」

と
言
え
な
か
っ
た
こ

と
が
、
こ
の
会
で
学

ん
だ
こ
と
に
よ
り
、

口
に
出
し
て
言
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。」

な
ど
の
感
想
を
発
表

し
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
も
、

あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
参
加
を

待
っ
て
い
ま
す
。
　

　

　
３
月
19
日
㈯
、
町
民
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
森
の
国
山
城
の
会
主
催

の
『
戦
国
の
食
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―
飲

食
か
ら
み
た
河
後
森
城
の
戦
国
時
代

―
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
森
の
国
山
城
の
会
で
は
、
平
成
21

年
度
か
ら
戦
国
時
代
の
食
材
や
料
理

に
関
す
る
学
習
会
を
行
っ
て
お
り
、

平
成
22
年
度
も
合
計
７
回
の
検
討
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
発
表

の
場
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
企
画

さ
れ
、
こ
の
中
で
は
戦
国
料
理
の
試

食
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
発
表
さ
れ

た
料
理
は
鮑

あ
わ
び

の
刺
身
、
鯛
の
潮
煮
、

ふ
く
め
鯛
、
か
ま
ぼ
こ
、
あ
つ
め
汁

の
５
品
で
し
た
。参
加
者
か
ら
は「
お

い
し
い
」
の
声
が
多
数
あ
が
り
、
大

変
好
評
で
し
た
。

　
試
食
会
の
前
後
に
は
、
講
演
会
と

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
特
に
河
後
森
城
の
最

高
所
で
あ
る
本ほ

ん
か
く郭
で
は
主し

ゅ

殿で
ん
し
ゃ舎
と
呼

ば
れ
る
城
主
の
住
む
建
物
跡
が
発
掘

調
査
に
お
い
て
検
出
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
場
所
で
は
飲
食
を
伴
う
儀
式
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
講
演

会
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
具
体
的
に
行
わ
れ
て
い
た
当
時

の
儀
式
の
や
り

方
や
、
も
て
な

さ
れ
て
い
た
料

理
の
食
材
・
食

器
な
ど
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

人
権の広場

「
あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会
」

閉
講
式
に
つ
い
て
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　全国瞬時警報システム（J-ALERT）とは、緊急地震速報、弾道ミサイル情報といった対処に時間的余裕のない事
態が発生した場合に、国が人工衛星を用いて情報を送信し、町の防災行政用無線を自動起動することにより、屋外

に設置している拡声器や屋内に設置している戸別受信機およびＩＰ告知端末のスピーカーから、サイレンや音声で、
皆さんに緊急情報を瞬時に伝達するシステムです。

　○緊急地震速報（予測震度が４以上の場合）

　○武力攻撃事態等国民保護に係る情報
　　　弾道ミサイル攻撃、航空攻撃、大規模テロ、ゲリラ、特殊部隊による攻撃など

　※ これらの情報が放送された時は、テレビやラジオをつけて情報に注意し、身の安全を確保して落ち着いて行動
するようお願いします。

情報の種類 警報音 放送内容

緊 急 地 震 速 報 緊急地震速報
チャイム音

緊急地震速報。大地震（おおじしん）です。大地震（おおじし
ん）です。

弾道ミサイル攻撃情報 有事サイレン
14秒吹鳴

ミサイル発射情報。ミサイル発射情報。当地域に着弾する可能
性があります。屋内に避難し、テレビ、ラジオをつけてください。

航 空 攻 撃 情 報 有事サイレン
14秒吹鳴

航空攻撃情報。航空攻撃情報。当地域に航空攻撃の可能性があ
ります。屋内に避難し、テレビ、ラジオをつけてください。

ゲリラ・特殊部隊攻撃情報 有事サイレン
14秒吹鳴

ゲリラ攻撃情報。ゲリラ攻撃情報。当地域にゲリラ攻撃の可能
性があります。屋内に避難し、テレビ、ラジオをつけてください。

大 規 模 テ ロ 情 報 有事サイレン
14秒吹鳴

大規模テロ情報。大規模テロ情報。当地域にテロの危険が及ぶ可能
性があります。屋内に避難し、テレビ、ラジオをつけてください。

そ の 他 の 国 民 保 護 有事サイレン
14秒吹鳴

（即時音声合成方式・事前音声書換方式による音声メッセージ
〈事態に応じた柔軟な音声〉）

注意事項
・ これらの情報は、自動的に放送するシステムのため真
夜中でも放送されます。 

・ このシステムは、国のコンピュータが、人の手を介さ
ず自動的に発信するシステムのため誤報の可能性があ

ります。その場合は誤報キャンセル放送が流れます。 
・ 緊急地震速報は、震源地に近い観測地点で地震を検知
し、最大震度５弱以上と推定した震度の際に、強い揺

れ（震度４以上）が来る前にお知らせするものです。 
・ 緊急地震速報は、震源が近い時や直下型地震の場合は、
放送が間に合わないことがあります。

・ 強風や雨などの気象条件や、住宅の遮音性の向上、地
形などにより情報が聞き取りにくい場合があります。 

・ 訓練や、機器の調整のため試験放送を行う場合があり
ます。（この場合は、訓練放送として放送します。） 

【問合せ先】松野町役場総務課　☎42－1111

全国瞬時警報システム（J-ALERT）の運用を開始しました。

　全国瞬時警報システム（J-ALERT）とは

　放送される情報

　全国瞬時警報システム（J-ALERT）による放送例

　町では、東日本大震災発生直後より、愛媛県と

連携して町備蓄の非常食や救援物資を被災地に送

りました。その後、被災地より要望のあった生活

用品や非常食などについても町内よりたくさんの

方々にお寄せいただき、愛媛県を通じて被災者の

方々に届けております。また、町内６ヶ所で義援

金募金箱を設置したほか、町内全域による募金活

動も展開し、４月10日現在で2,792,509円の募金が
集まっております。

　今後も、本庁および支所に募金箱を設置し募金

活動を継続して実施いたしますので、引き続きみ

なさんのご協力をお願いいたします。

～ご協力ありがとうございました。～

東日本大震災被災地支援について
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　［
行
政
相
談
］

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　［
心
配
ご
と
相
談
］

◆
と　

き
　
５
月
10
日
㈫

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ
　 
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
婦
人
室

◆
内　

容
　 

行
政
に
関
す
る

　
　
　
　
　
苦
情
や
要
望

◆
相
談
員
　 

有
馬
節
男

 

（
行
政
相
談
員
）

◆
と　

き
　
５
月
10
日
㈫

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ
　 

町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
老
人
室

◆
内　

容
　 

心
配
ご
と
・

　
　
　
　
　
法
律
相
談

◆
相
談
員
　 

民
生
児
童

※
い
ず
れ
も
相
談
料
は
無
料
で
す
。

　
生
後
90
日
を
越
え
た
犬
は
、
登
録
と
年
１
回
の
予
防
注
射
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
登
録
は
１
回
限
り
で
す
。
登
録
し
た
犬
の
所
在
地
や
所
有
者
が
変
わ
っ
た

場
合
、
ま
た
、
犬
が
死
亡
し
た
場
合
は
役
場
建
設
環
境
課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。（
鑑

札
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。）

※ 

迷
い
犬
を
探
す
時
は
、
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

当
日
は
、
費
用
（
つ
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
に
）・
ウ
ン
チ
袋
・
案
内
は
が
き
（
登

録
犬
の
み
通
知
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

 

犬
の
登
録
（
鑑
札
）
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を

 

必
ず
う
け
ま
し
ょ
う
。

平成23年度　畜犬登録および狂犬病予防注射集合実施日程表

　
◎どの会場でも受けられます。会場で受けられない場合は、動物病院で接種後、狂犬病予防注射済票の交付を受けてください。

月日曜日 時　　間 場　　　　　所 月日曜日 時　　間 場　　　　　所

５
月
16
日
㈪

8：50～　8：55 吉 野 葛 川 集 会 所

５
月
17
日
㈫

8：40～　8：45 豊岡前 吹 野 々 住 宅 前

9：00～　9：05 〃 葛 川 県 境 8：50～　8：55 冨　岡 古 市 場 集 会 所

9：10～　9：25 蕨 生 谷 口 集 会 所 9：00～　9：15 〃 地 吉 集 会 所

9：30～　9：40 〃 真 土 集 会 所 9：20～　9：30 〃 久 米 地 橋

9：45～10：05 〃 鈴 井 集 会 所 9：35～　9：45 〃 山 本 賢 一 宅 前

10：10～10：20 〃 伊 井 公 園 前 9：55～10：00 上家地 豊 田 橋

10：25～10：35 吉 野 梁 瀬 集 会 所 前 10：05～10：10 〃 松 岡 綾 子 宅 前

10：40～11：00 〃 吉 野 生 公 民 館 10：15～10：20 〃 浅 井 侃 宅 前

11：05～11：35 〃 西住宅前三叉路 10：35～10：40 目　黒 国 木 谷 バ ス 停

11：40～11：50 松 丸 森の国ふれあいセンター 10：45～10：55 〃 浅 辺 橋

13：05～13：25 延野々 野 尻 集 会 所 11：00～11：10 〃 西 の 川 橋

13：30～13：40 〃 光 盛 友 義 宅 前 11：15～11：25 〃 上 目 黒 集 会 所

13：45～14：00 〃 延 野 々 集 会 所 11：30～11：45 〃 基幹集落センター

14：15～14：20 奥野川 下 組 梨 谷 入 口 13：10～13：25 豊岡前 河 之 内 集 会 所

14：25～14：30 〃 本 村 集 会 所 下 13：30～13：40 〃 豊 岡 公 民 館

14：35～14：40 〃 中 組 集 会 所 13：45～14：00 〃 山の下バス停横

14：45～14：50 〃 野 中 雅 良 宅 前 14：05～14：10 豊岡後 宮 川 集 会 所

14：55～15：00 〃 上 組 成 川 橋 14：25～14：30 〃 松 岡 一 徳 宅 前

15：05～15：15 蕨 生 井 上 忠 宅 前 14：35～14：40 〃 池 の 端

15：20～15：30 〃 奥 内 集 会 所 14：45～14：55 〃 松 野 町 隣 保 館

15：35～15：40 〃 山 本 勇 宅 前 15：00～15：05 〃 豊 岡 後 集 会 所

15：45～15：50 〃 藤 井 希 一 宅 前 15：10～15：20 延野々 五 郎 丸 集 会 所

15：55～16：05 〃 延 行 集 会 所 15：25～16：00 松　丸 役 場 前

自動車税の納期限は、５月31日です！
　自動車税は、４月１日現在の登録名義人にその
年度分が課税されます。
　納期限を過ぎると、延滞金も併せて納めていた
だくことになりますので、お早めに近くの金融機
関または地方局で納付してください。
　なお、県の自動車税は納期限内であればコンビ
ニでの支払いが可能ですので積極的にご利用くだ
さい。
　また、障害者の方を対象とした減免制度もあり
ますので、詳しくは南予地方局税務課までお問い
合わせください。

　【問合せ先】
　　愛媛県南予地方局
　　☎22－5211㈹　

行政相談員が変わりました

　４月１日付けで、有馬節夫さん
が、総務大臣から行政相談員に委
嘱されました。
　行政相談員は、国民の皆さんの
行政に関する苦情や意見・要望を
お聞きし、皆さんと役場などの間
に立ち、公平・中立的立場で相談
にのってくれます。

　
本
年
３
月
31
日
で
藤
原
幸
子
さ

ん
が
任
期
満
了
と
な
り
、
４
月
１

日
付
け
で
渡
邊
能
子
さ
ん
が
、
人

権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護

委
員
法
に
基
づ
き
委
嘱
さ
れ
た
、

あ
な
た
の
街
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー

で
す
。

　
暮
ら
し
の
中
の
悩
み
事
や
心
配

事
の
あ
る
方
は
、
是
非
、
お
近
く

の
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
の

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。
相
談

ご
希
望
の
方
は
、
お
近
く
の
法
務

局
ま
た
は
当
町
へ
、
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

　
全
国
の
法
務
局
、
地
方
法
務
局

で
は
、
人
権
問
題
に
関
す
る
様
々

な
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
が
、

本
年
４
月
18
日
よ
り
、
電
話
相
談

に
関
し
て
全
国
統
一
の
電
話
番
語

を
導
入
し
ま
し
た
。

　
電
話
を
か
け
た
と
こ
ろ
か
ら
、

最
寄
り
の
法
務
局
、
地
方
法
務
局

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０

時
間
　
平
日
８

：

30
〜
17

：

15

人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て

全
国
共
通

人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
に
つ
い
て
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機関の名称 請求事由の概要 閲覧年月日 閲覧に係る住民の範囲

株式会社西日本科学技術研究所
代表取締役　福留　脩文

「四万十川自然再生事業」の経済的評価に
あたる関連市町村アンケート調査
（委託者：国土交通省四国地方整備局）

平成22年７月１日 松野町全域から140世帯
（無作為抽出）

株式会社ビデオリサーチ 中国支社
支社長　伏野　弘敏

愛媛県が実施する2010年「高齢者実態調査」
のため
　（委託者：愛媛県知事　加戸守行）

平成22年９月21日 松野町に在住する65歳以上
の高齢者（50人無作為抽出）

株式会社四電技術コンサルタント
代表取締役社長　武山　正人

全国都市交通特性調査（四国ブロック）の
アンケート調
　（委託者：国土交通省四国地方整備局）

平成22年10月18日
松野町全域から260件
（無作為抽出）

固定資産税縦覧・閲覧制度について
　縦覧制度については、固定資産課税台帳に代り土地・家屋
価格等縦覧帳簿（所有者・課税標準額・税額等を除く）によ
る縦覧となり、他の土地や家屋の価格が比較できるようにな
ります。
　閲覧制度については、従来の固定資産課税台帳による閲覧
となりますが、借地人・借家人等の使用・収益等の権利を有
する人も関係書類を提示し閲覧できるようになりました。
【縦覧帳簿の縦覧】
◎期　　間　４月１日㈮から５月２日㈪
　　　　　　 （土・日曜日、祝日を除く午前８時30分から午

後５時まで）
◎場　　所　町民課
◎対　象　者　 納税者（免税点未満などで納税していない人は

縦覧できません）
　　　　　　 納税通知書、課税明細書を持参した納税者の同

居親族や納税管理人
　　　　　　 委任状を持参した人（法人の場合は代表者の押

印のある書類）
◎提示書類　 本人を確認できる書類（納税通知書、健康保険

証、運転免許証など）

◎閲覧内容　土地→所在、地番、地目、地積、価格
　　　　　　 家屋→所在、家屋番号、種類、構造、床面積、

価格
◎手　数　料　無料
【課税台帳閲覧・証明】
◎期　　間　４月１日㈮から通年
　　　　　　 （土・日曜日、祝日を除く午前８時30分から午後５時15分まで）
◎場　　所　町民課
◎対　象　者　本人および同居の親族（印鑑が必要です）
　　　　　　 代理人（委任状などが必要です。法人の場合は

代表者の押印のある書類）
　　　　　　 土地・家屋の貸借権その他で使用・収益などの

権利を有する人（対価が支払われるもので契約
書等権利を示す書類が必要です）

◎手　数　料　 有料（縦覧期間４月１日から５月２日までにつ
いては無料）

【課税明細書】 
　課税明細書は、納税通知書と同時に４月15日送付済み

問合せ先　役場町民課固定資産係　☎42－１１１１

住民基本台帳の閲覧状況の公表
　住民基本台帳法第11条第３項および第11条の２第12項、住民基本台帳の一部の閲覧および住民票の写しなどの交
付に関する省令第３条の規定に基づき、下記のとおり公表いたします。　　 平成22年度

冷静に対応しましょう！
～震災に便乗した悪質商法に注意！！～

●震災に便乗したトラブルについて
　 　このたびの東北地方太平洋沖地震の影響により、全国的に震災に便
乗した悪質商法や詐欺が発生しています。県内においても義援金詐欺
が発生するなど悪質商法などの被害拡大が懸念されます。
　 　過去にも大規模震災の後には、地震災害に便乗した点検商法やかた
り商法といった悪質商法が横行し、また、被災者を支援したいという
気持ちにつけ込んだ被害も報告されており注意が必要です。

●被害にあわないために
　☆ 業者の突然の訪問でも、その場ですぐに契約せず、家族や周りの人
に相談しましょう。

　 　 また、必要でない場合は、毅然とした態度ではっきり断りましょう。
　☆ 契約を急がせたり、強引に契約する業者には注意しましょう。
　☆公的な制度については、必ず関係自治体に確認しましょう。
　☆ 義援金を送る場合は、確かな団体、また振込口座が正規のものであ
るかを確認してください。

　 　このほか、不安をあおるチェーンメールなど震災に関連する様々な
情報に惑わされず冷静に対応しましょう。何か心配なことがありまし
たら下記の相談窓口までご相談ください。

【消費生活に関する相談窓口】
　　松野町産業振興課　　　　　☎42－1116
　　愛媛県消費生活センター　　☎089－925－3700
《愛媛県消費生活センターからのお知らせ》
　愛媛県消費生活センターリニューアル！！
　このたび、愛媛県消費生活センターが気軽に利用できるセンターに生
まれ変わりました。相談者のプライバシーを守るため個室の相談コー
ナーを設置し、また、消費者のみなさまにパネル展示などでわかりやす
く暮らしに役立つ情報を展示しています。さらに、テスト室も整備し簡
単なテストに対応できるようになりました。ぜひ、ご活用ください。

平成23年４月10日執行

愛媛県議会議員選挙結果

　愛媛県議会議員選挙は、平成23年４月10日
に投票が行われ、即日開票されました。

　本町の投・開票の結果は、次のとおりです。

◆候補者別得票数（宇和島市・北宇和郡選挙区）
候補者氏名（党派別） 得票数等

毛　利　修　三 （自由民主党） 771票

中　川　真之介 （民　主　党） 167票

高　山　康　人 （自由民主党） 996票

岡　原　文　彰 （民　主　党） 156票

中　畑　保　一 （自由民主党） 343票

赤　松　泰　伸 （自由民主党） 459票

有 効 投 票 数 計 2,892票

無 効 投 票 数 19票

投 票 総 数 2,911票
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５
月
21
日
㈯
～
６
月
５
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　（
９
時
～
17
時
）

　
園
内
に
は
25
万
本
の
花
菖
蒲
が

咲
き
競
い
ま
す
。
さ
つ
き
も
楽
し

め
ま
す
。

　
料
金
　
大
人　

３
０
０
円

　
　
　
　

子
供　

１
５
０
円

　
菖
蒲
ま
つ
り
と
同
時
に
南
楽
園

管
理
棟
休
憩
所
で
は
、
津
島
写
友

会
写
真
展
と
石
こ
こ
ろ
工
房
伝
心

庵
﹁
馬
越
正
和
﹂
氏
の
作
品
展
示

販
売
を
行
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
南
楽
園
（
宇
和
島
市
津
島
町
）

　
☎
32
・
３
３
４
４

◇世帯数 1,981世帯（－１世帯）
◇総人口  4,467人  （－24人）

男2,120人　　女2,347人
（３月中の異動）

  出生　３ 人  死亡　７人
  転入　15 人  転出　35人
平成 23 年 3 月 31 日現在

町　の　人　口

ご
寄
付
お
礼

（
３
月
31
日
現
在
、
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

金
一
封
　
猿
屋
　
洋
一
　
奥
野
川

　
〃
　
　
山
下
　
武
久
　
松
　
丸

　
〃
　
　
山
口
　
幸
子
　
松
　
丸

　
〃
　
　
竹
本
　
直
子
　
吉
　
野

　
〃
　
　
増
田
　
　
清
　
吉
　
野

　
〃
　
　
藤
井
　
孝
敬
　
蕨
　
生

　
〃
　
　
政
石
　
　
功
　
吉
　
野

　
〃
　
　
松
本
香
津
美
　
吉
　
野

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

松
　
丸
　
山
口
　
　
等
　
　
76
歳

吉
　
野
　
増
田
　
　
茂
　
　
93
歳

吉
　
野
　
政
石
　
昭
義
　
　
83
歳

吉
　
野
　
竹
本
　
大
助
　
　
81
歳

松
　
丸
　
松
田
　
武
雄
　
　
87
歳

吉
　
野
　
松
本
　
治
樹
　
　
80
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

（
住
所
）　
　（
保
護
者
）　
　（
出
生
児
）（
性
別
）

延
野
々
　
山
吹
和
也
　
侑ゆ
う

　
聖せ
い

　
男

　
　
　
　
　
　
良
子

豊
　
岡
　
小
笠
原
浩
二
　
大や
ま

　
翔と

　
男

　
　
　
　
　
　
綾

蕨
　
生
　
岡
本
啓
介
　
瑞み
ず

　
姫き

　
女

　
　
　
　
　
　
佳
奈

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

発　行／松野町役場　　編　集／総務課　〒 798-2192　愛媛県北宇和郡松野町大字松丸343　☎0895－42－1111
URL:http://www.town.matsuno.ehime.jp/　　E-mail:m-soumu@town.matsuno.ehime.jp

年金コーナー
国民年金保険料の学生納付特例制度をご存知ですか？

　20歳になれば、学生の方も国民年金に加入して保険料を納めることになります。

　学生納付特例制度は、所得が少なく保険料を納めることが困難な学生の方が、

将来、年金を受け取ることができなくなることを防止するため、ご本人の申請に

より保険料の納付が猶予される制度です。

○ご本人の所得のみで審査します。
　一般の保険料免除（全額免除・一部納付）の場合は、世帯主などの所得も含め

て保険料の免除の対象となるか判定しますが、学生納付特例はご本人の所得のみ

で判定します。申請は、毎年度必要です。

○手続きされる方は
　お住まいの（住民票のある）市町役場の国民年金担当窓口または年金事務所で

行ってください。

　【必要なもの】�年金手帳、学生証または在学証明書、印鑑（ご本人が自署する場

合は不要）

○手続きの簡素化について
　前年度に学生納付特例制度が承認された方で、ハガキ様式の申請書が送付され

た方について、引き続き学生納付特例制度を申請する場合は、ハガキ様式の申請

書に学校名、氏名、住所などを記入の上、郵便ポストへ投函ください。

年　月　日
宇　和　島　市

北　宇　和　郡
外　科　系 内　　　科　　　系

平成23年５月１日㈰ 小 川 ク リ ニ ッ ク
丸之内　☎（23）3599

松 澤 循 環 器 科 内 科
天神町　☎（25）5858

こ お り 小 児 科
中央町　☎（24）5633

町 立 北 宇 和 病 院
鬼北町　☎（45）1221

平成23年５月３日㈷ 市 立 宇 和 島 病 院 外 科
御殿町　☎（25）1111

市 立 宇 和 島 病 院 内 科
御殿町　☎（25）1111

市 立 宇 和 島 病 院 小 児 科
御殿町　☎（25）1111

市 立 吉 田 病 院
吉田町　☎（52）0611

平成23年５月４日㈷ 宇和島社会保険病院外科
賀古町　☎（22）5616

宇和島社会保険病院内科
賀古町　☎（22）5616

こ ば や し 小 児 科
長　堀　☎（23）1150

旭 川 荘 南 愛 媛 病 院
鬼北町　☎（45）1101

平成23年５月５日㈷ 植 木 整 形 外 科 医 院
堀端町　☎（22）0022

笹 岡 内 科
中央町　☎（24）3886

やくしじこどもクリニック
泉　町　☎（24）1386

市 立 津 島 病 院
津島町　☎（32）2011

平成23年５月８日㈰ 福 島 胃 腸 科 外 科
和霊元町　☎（24）5588

宇 都 宮 内 科 胃 腸 科
栄町港　☎（25）7228

山 下 小 児 科
堀端町　☎（23）0055

橋 本 内 科 ク リ ニ ッ ク
吉田町　☎（52）0808

平成23年５月15日㈰ 加 藤 整 形 外 科
和霊元町　☎（22）7111

わたなべハートクリニック
朝日町　☎（25）1717

こ お り 小 児 科
中央町　☎（24）5633

あ べ 医 院
津島町　☎（32）2616

平成23年５月22日㈰ 藤 田 整 形 外 科 医 院
鶴島町　☎（22）5635

く き た 内 科 ク リ ニ ッ ク
中沢町　☎（26）2260

こ ば や し 小 児 科
長　堀　☎（23）1150

溜 尾 整 形 外 科 医 院
吉田町　☎（52）3133

平成23年５月29日㈰ ま す だ ク リ ニ ッ ク
伊吹町　☎（23）6611

沖 循 環 器 内 科 医 院
新田町　☎（25）3335

やくしじこどもクリニック
泉　町　☎（24）1386

口 羽 外 科 胃 腸 科 医 院
津島町　☎（32）5000

５月の休日当番医

行　事　予　定

４／26㈫　　滑床山開き

平成23年
春の全国交通安全運動
期　間　５月11日㈬～５月20日㈮

　　交差点　人も車も　一呼吸
みんなで目指そう！！

交通死亡事故抑止 “アンダー60”
愛媛県・交通安全県民総ぐるみ運動愛媛県本部

市町交通安全推進協議会
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